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1. はじめに 

 病院は，入院・外来患者の治療・療養の場所であると同

時に，医療従事者をはじめとするスタッフの働く場所（ワ

ークプレイス）でもある。こうした人々に対して，様々な

観点からより良い印象を与える空間を，エビデンス（根拠）

に基づき計画する手法が求められている。 

筆者ら 1)は，Web から収集した大規模病院の内部空間画

像を用いて，9 個の評価項目に関する印象評価実験を実施

した。そして，一般被験者と医療従事者の評価傾向の差異

や，空間構成が印象評価に及ぼす影響を検証した。さらに，

内観画像を入力することで，評価項目別の印象評価値を予

測する，深層学習ベースの回帰モデルを構築した。しかし，

被験者が実際にどのように空間を捉えたかどうかは，明ら

かにできていない。また，既往の関連研究を概観しても，

空間構成要素に対する視線行動測定値と評価スコアとの

間の相関分析にとどまっており，異なる評価項目や異なる

被験者による視線行動の類似性に着目した研究はほとん

ど見られない。 

そこで本稿では，上記の実験時にあわせてアイトラッカ

ーで取得した被験者の視線計測データ注 1）を用いて，病院

内部空間の印象評価時における視線行動の特性に関する

基礎的な分析を行う。具体的には，主に視線行動の類似性

に着目し，(1)同一画像・同一被験者の，評価項目間の視線

分布はどの程度類似しているか，(2)同一画像・同一評価項

目の，被験者間の視線分布はどの程度類似しているか，と

いう 2 つの Research question（RQ）に対する解を得ること

を目的とする。 

 

2. 印象評価実験と視線計測の方法 

2.1. 分析対象病院 

東京都内の大病院 33 施設注 2)を分析対象とした。より実

際の利用時に近い状況を再現するため，Google マップ上で

各病院に紐づけられた投稿画像を収集した。そして，目視

によるフィルタリング後に 8 種類の空間（エントランス，

中央待合室，小待合室，通路，病室，デイルーム，休憩，

複合）に分類し，そのうち計 120 枚の内観画像を実験に使

用した（図 1）。  

 

 
図 1 画像収集の流れ 

 

2.2. 印象評価実験と視線計測の方法 

実験の概要を図 2(a)に示す。前節で選定した 120 枚の画

像をランダムな順序で提示しながら，病院内部の印象に関

する 9 個の評価項目（図 2(b)）の中からランダムに選択し

た質問を提示した。被験者には，画像を 1 枚につき約 8 秒

間自由に眺めた後，質問に対して画像から受ける率直な印

象を 7 段階で評価し，それを口頭で担当者に伝えるよう指

示した。そして，1 名あたり 240 回（＝120 枚×2 巡）注 3）

の評価を計 30 名（図 2(a)）に行ってもらった。また，被験

者の思考過程や回答根拠の把握を目的に，非接触型のアイ

トラッカー（Tobii Pro nano）を用いて，印象評価時の被験

者の視線を計測・記録した（図 2(c)）。 
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図 2 印象評価実験と視線計測の方法 

 

3. 印象評価時の視線行動分析 

3.1. 分析の方針 

 Tobii Pro nano では，60Hz（約 16.7 ミリ秒に 1 回）の間

隔で視線座標と瞳孔径が記録される。すなわち，8 秒間の

画像提示の間には，最大で 480 時点注 4）の視線座標データ

が得られることになる。このうち，一定時間内の眼球運動

速度などをもとに判定した「注視」時点に限定して分析を

行う方法もあるが，本稿では視線行動全体に着目するため，

全ての時点の視線座標データを用いることとした。また，

思考過程の把握には，視線行動軌跡を分析することが必要

である。しかし本稿では，基礎的な知見を得ることを目的

としているため，視線座標データを時系列データとは見な

さず，画像上での視線分布の分析にとどめた。 

 具体的には，120[枚]×2[項目]×30[名]＝7,200[通り]の計

測データのうち，300 時点以上（すなわち，計 5 秒以上）

の視線座標データ注 4）が得られている 7,049 通りのデータ

それぞれについて，視線のカーネル密度分布を推定し，そ

れを 100 行×100 列に集計した。このとき，ある 2 通りの

提示画像に対する見方（画像のどの部分をより長い時間見

たか）が類似していれば，100 行×100 列のマトリクスの

類似度も高くなるはずである。本稿では，類似度の指標と

してコサイン類似度を用いた。 

 

3.2. 同一画像に対する同一被験者による評価項目間の視

線分布の類似度分析 

 前述の通り，各被験者は実験中に 1 枚の画像を 2 回（2

項目）評価する機会があった。ここでは，異なる評価の観

点で同一被験者が同一の画像を見たとき，その見方がどの

程度類似しているかを検証する（RQ1）。 

 まず図 3 に，同一画像に対する同一被験者による印象評

価時（2 項目）における視線分布の類似度の頻度分布（お

よび，その分布から求めたカーネル密度曲線）を示す。コ

サイン類似度は，平均 0.698，標準偏差 0.139，最大値 0.953，

最小値 0.039 であり，評価項目によらず，同一画像に対し

て同一被験者は同じような見方をする傾向がある。 

 

 

図 3 同一画像に対する同一被験者による印象評価時（2
項目）における視線分布の類似度の頻度分布 

 

  

類似度＝0.953（最大），被験者 14，画像 ID=36 
左：Q3 の評価 3，右：Q5 の評価 3 

  

類似度＝0.780（ピーク），被験者 25，画像 ID=9 
左：Q3 の評価 4，右：Q5 の評価 3 

  

類似度＝0.698（平均），被験者 8，画像 ID=81 
左：Q9 の評価 6，右：Q5 の評価 7 

  

類似度＝0.038（最小），被験者 11，画像 ID＝4 
左：Q4 の評価 5，右：Q5 の評価 2 

時点数[少] [多] 

図 4 コサイン類似度と視線分布の対応 
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 一方で，視線分布の傾向は似ていても，その位置が若干

ずれるだけで類似度が大きく低下している例もある（図 4

最下段）。誤差の影響や，分布の形状とずれの程度をともに

考慮可能な類似度指標への改良が今後の課題である。 

次に，図 3 を 8 種類の空間別に見た結果を図 5 に，さら

に，空間ごとに画像単位で頻度分布（カーネル密度曲線）

を描画した結果を図 6 に示す。同一被験者の同一画像に対

する見方の傾向は空間種類によらないことが見て取れる

（図 5）。一方で，空間・画像によっては見方が全体の傾向

とは大きく異なる例が見られる（図 6）。特に，エントラン

スや複合などの空間では，尖度が低い曲線が比較的多い。

広い空間や，画像に映り込んでいる要素の多い空間では，

同一画像・同一被験者であっても評価項目によって見方が

変わる可能性を示唆している。 

 

 

図 5 同一画像に対する同一被験者による視線分布の類似

度の頻度分布（空間別） 

 

 

図 6 同一画像に対する同一被験者による視線分布の類似

度の頻度分布（空間別，画像別）※凡例の数字は画像 ID 

 さらに，図 3 を属性別・個人別に集計して描画した結果

を図 7 に示す。同一画像に対する視線の類似性の傾向は個

人ごとに異なる様子が見てとれる。特に，日本人以外の被

験者について，頻度分布の形状が大きく異なっている（図

7 中列）。この結果は，文化的背景や施設の利用経験が，視

線分布の類似性に影響する可能性を示唆している。 

 

 
図 7 同一画像に対する同一被験者による視線分布の類似

度の頻度分布（属性別・個人別） 

 

 個人間の頻度分布の形状の違いと属性の関係をより具

体的に把握するために，図 7 のカーネル密度曲線をもとに

階層的クラスタ分析を試みた（図 8）。 

 

図 8 被験者の階層的クラスタ分析の結果 

 

ここで，図 8 上のデンドログラムをもとに被験者 30 名

を 5 つのクラスタに分類し，各クラスタ内の属性別構成比

を集計した（図 8 下）。比較的多くの被験者が属するクラ

スタ 1 とクラスタ 3 のうち，ピーク類似度と尖度がより高

いクラスタ 1 は女性の構成比が高い特徴が見られた。クラ

− 235−報告 H79



 

 

スタ 3 の分布傾向は全体のものと類似しているが，日本人

の構成比が特に高い。残りの 3 つのクラスタは，尖度がい

ずれも低く，同一画像でも見方のばらつきが比較的大きい

ことを表しているが，それぞれ約半数が日本人以外であっ

た。属性による見方の違いがある程度裏付けられたが，よ

り多くの被験者を対象としたさらなる検証が必要である。 

 

3.3. 同一画像・同一評価項目に対する被験者間の視線分布

の類似度分析 

 ここでは，同一の画像について同じ観点での評価を行っ

たとき，被験者間の見方がどの程度類似しているかを検証

する（RQ2）。具体的には，同一画像・同一評価項目は 7 名

によって評価されていることから，画像ごと・評価項目ご

とに 7C2＝21[通り]のコサイン類似度を求めて考察する。 

 図 9 に，同一画像・同一評価項目に対する被験者間の視

線分布の類似度の頻度分布（空間別）を示す。全体の平均

は 0.605，標準偏差は 0.161，最大値は 0.946，最小値は 0.022

であった。図 5 と比較すると，頻度分布の平均値やピーク

の値は左にシフトし，尖度も小さくなっていることがわか

る。この結果から，同じ画像を同じ評価項目で評価しても

らったとしても，被験者間の視線分布の類似度はさほど高

くなく，むしろ図 7 などでも示したように，見方の個人差

の影響の方が大きいと言える。 

 

 

図 9 同一画像・同一評価項目に対する被験者間の視線分

布の類似度の頻度分布（空間別） 

 

4. まとめと今後の課題 

 病院内部空間の印象評価時に計測した 30 名の被験者の

視線データを用いて，視線分布の特性に関する基礎的な分

析を行った。そして，同一画像を見たとき，同一被験者に

よる評価項目間の視線分布の類似度は高いが，空間の種類

によっては見方の差が大きくなること，また，個人差が比

較的大きく，特に被験者の文化的背景や施設の利用経験な

どが影響している可能性があること，さらに，同一の画像

を同じ評価の観点で見たとしても，被験者によってその見

方が異なる傾向があることなどを，定量的に検証した。 

 今後の課題として，視線分布のずれの程度を考慮した類

似度評価指標の開発や，視線データを時系列データと見な

すことによる視線軌跡の類似度評価，さらに，空間構成要

素の注視時間あるいは注視順の観点での類似度評価など

が挙げられる。 
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注 

注 1）東京工業大学「人を対象とする研究倫理審査委員会」  

の承認の下で実施した（承認番号：第 2022264 号）。 

注 2）病床規模が 500 床以上の病院。東京都の病床機能報

告 2）に基づく。 

注 3）被験者の負担を抑えつつ，できる限り多様な画像の

印象を評価してもらうために，このような仕様とした。

1 名の被験者は，1 枚につき 9 項目からランダムに提示

される 2 項目だけしか回答しないことになるが，文献 1）

で構築した印象評価予測モデルでは，ニューラルネット

ワークの強みを生かし，直接回答が得られていない項目

の評価を補完した。 

注 4）画面外を見ることや瞬目（まばたき），あるいは計測

の不具合などの理由により，視線データが部分的に欠損

し，480 時点全ての視線座標が得られない場合がある。

多くの時点の視線座標が欠損していると，正確な視線分

布傾向が把握できない可能性があることから，ここでは

300 時点以上の視線座標が得られているもののみ（7,049

通り）を分析対象とした（図 i）。 

 

 

図 i 1 つのデータ（8 秒間）において視線座標を取得可

能な時点数の頻度分布 

 
 

［参考文献］ 

1） グエンホンタイ・沖拓弥：大規模病院の内部空間における

印象評価と視線行動，日本建築学会大会学術講演梗概集

（建築計画），pp. 1129-1130，2023.9 
2） 東京都福祉保健局：令和 2 年（2020 年）報告 東京都に

おける医療機能ごとの病床の状況（許可病床），2020，
https://www.byosho.metro.tokyo.lg.jp/2020/index.html（参照

2022-07-21）． 

− 236−報告 H79


